
TTC ゆった～り山行計画表     ［2023年 11月 25日 KU］                      

1.山行計画名 三渓園観梅ウォーキング             〔横浜市〕   

2.目的 横浜市営バス利用で三渓園へ出かけ、梅鑑賞と外苑・内苑巡りを楽しみます。 

3.期日 令和 5年 02月 17日(金)     日帰り       雨天中止 

4.募集対象者 レベル☆    交通：公共機関利用    募集人員；制限なし 

5.ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ ＣＬ:      ＳＬ:        会計:なし    救護:      写真： 

6.歩行／行動時間 歩行時間   －  （ガイドブック  －  ） / 行動時間 約 ３ ：３０ 

7.集合場所･時間 横浜駅東口 １０：００ （東口・そごう横浜店横）/本厚木駅発各駅 9：00に乗車します 

8.解散場所･時間 三渓園正門 １４：４０頃      横浜行市営バス/三渓園入口 14：58 

9.費用 

約 2，080 円  

(本厚木駅起点) 

交通費約 1380＋入園料 700 ＝2，080  

本厚木+++++海老名＠126×2＝252  海老名+++++横浜＠314×2＝628  

横浜市営バス（横浜駅東口⇒三渓園）＠220ｘ2＝440  ＃横浜駅までの交通費、三渓園までのバス代は 

 三渓園入園料＠700/10名以上団体割@600(各自支払い)、  PASMO等で各自払い、 

10:行程 

日昇・日没時刻 

(2/17、横浜市) 

・日の出 6：26 

・日の入 17:25 

小田急線 相鉄線乗換え  0:15           0:10        ﾄｲﾚ      下記の停留所経由       0:05 

本厚木＝＝海老名＝＝＝相鉄横浜駅西口･･･横浜駅東口：横浜市営バス++++++++三渓園入口・・・ 

9:00  9:04  9:22         9:49         A階段上り②本牧車庫行 10:14発 約 40分位  10:55                

  入園券：ﾄｲﾚ      

・・・三溪園：園内巡り・・・(外苑) 旧矢の原家住宅・林洞庵・旧燈明寺三重塔・松風閣(展望台)・・・・ 

 11:00  11:10          梅を愛でながらの散策     石段を上る       

   (昼食) 

････茶屋処･･･(内苑)旧天瑞寺寿塔覆堂・臨春閣・三溪記念館など･････正門(解散)14:40頃 

12:30 13:20          重要文化財の建造物見学                      市営バス三渓園入口 14:58  

                                                                                    15:25 

11.概念図 

 

     

        

    Ｎ 

         

 

 

 

 

歩行距離：約 3～5km 

 

  

    

          

横浜市営バスの順路 ◆ 26 停留所を巡ります ◆ 

 

横浜東口･･高島町･･花咲橋･･雪見橋･･紅葉橋･･桜木町駅前･･横浜市役所前･･本庁 4丁目･･ 

 

      

･･本庁 1丁目･･日本大道り駅/県庁前･･芸術劇場/NHK前･･中華街入口･･山下町･･ 

             

 

･･山下ふ頭入口･･山下橋･･貯木場前･･見晴橋･･みなと赤十字病院入口･･小港橋･･小港･･ 

                              

                         徒歩 5分  

･･本牧宮原･･和田山口･･本牧原･･本牧･･桜道･･三渓園入口*****三溪園 

                                三渓園の園内巡りは冊子活用する 

12.1/25000地形図 横浜 

13.問い合わせ先 三渓園（045-621-0634） 横浜市営バス（045-664-2525） 

14.共同装備 救護袋、カメラ、 

15.個人装備 マスク、除菌ティッシュ、昼食、行動食(飴等)、飲料水､計画書、筆記具、携帯電話、健康保険証、

現金、帽子、手袋、雨具(傘など) PASMO（電車・バス使用） 

16.募集締切日 令和 5年 1月例会（1/21【土】）   WFB(調整さん) 

17.提案・説明 令和 4年 12月例会（12/10【土】）  電子版配布( / ) 

18.特記事項 

*コロナ感染予防の

基本的な対策を各自

で確実にお願いしま

す 

三渓園を代表する梅：

臥龍梅が有

名です。 

*三溪園までを電車や車でなく、横浜市営バスを利用し市内を巡りながらの入園としました。 

*今回は梅の季節に合わせて、行ったことのない場所も設定してみました。 

*外苑の旧燈明寺三重塔と、その奥の松風閣から見える根岸湾一帯に広がる石油コンビナートや、 

遠くに富士山・丹沢山・大山・三浦半島・千葉などが一望できる景色を眺めます。 

*内苑の旧天瑞寺寿塔覆堂(重要文化財)の扉の彫刻は言葉では言い表せないほどの建造物です。 

*入園時に、詳細な園内巡り冊子が配られるのでそれを活用します。 

*昼食は外苑の中での休憩所で食べるか、休み処の温かいお蕎麦なども利用できます。 

*解散は、中華街や横浜に行く人がいるのではと思い、三渓園正門に設定しました。 

 


